数学II Advanced 1章「方程式・式と証明」	　　　　　　　　　　　　　　　　
１
節
整式の乗法・除法と分数式

１
整式の乗法と因数分解

3次式の乗法公式

（教科書p.6）
例
１








を展開せよ。問１








次の次式の乗法公式が成り立つ。
	3次式の乗法公式(1)

	１　
２　




(1) 例
２



(2) 



次の式を展開せよ。問２

(1) 



(2) 



(3) 



(4) 




また，次の乗法公式も成り立つ。
	3次式の乗法公式(2)

	３　
４　




前のページの公式３，４が成り立つことを示せ。 	問３

３の証明





４の証明
公式３のをに置き換えて






 次の式を展開せよ。問４

(1) 




(2) 





（教科書p.7）
前のページの乗法公式３，４を逆に利用することにより，次の公式が成り立つ。3次式の因数分解

	3次式の因数分解

	５　
６　




(1)　例
３



(2)　




次の式を因数分解せよ。問５

(1) 



(2) 




(3) 






例
４







次の式を因数分解せよ。問６

(1)　







(2)　








（教科書p.8）パスカルの三角形
２
二項定理

の展開式を求め，この展開式の係数がの展開式の係数から，上と同様の考え方により得られることを確かめよ。問７

　




また，の展開式の係数から
[image: ]
となり，先に求めたの展開式の係数と一致する。

[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-adv-008-2.png]
の展開式の係数を次々と求め，右のように
並べたものを（①　　パスカルの三角形　　）という。


右のパスカルの三角形で，の行の空所をうめ，の展開式を求めよ。問８



よって，の展開式は


（教科書p.９）
一般に，次の（②　　二項定理　　）が成り立つ。二項定理

	二項定理

	



の展開式における項は，一般に

と表される。これをの展開式の（③　　一般項　　）という。ただし，やは1と定める。また，を（④　　二項係数　　）ともいう。

二項定理を用いて式を展開すると，次のようになる。例
５


(1)　


(2)　



二項定理を用いて，次の式を展開せよ。問９

公式
に注意して，
(1)　



(2)　



(3)　




（教科書p.10）二項定理の応用

 解
1

例題

の展開式におけるの係数を求めよ。
の展開式における一般項は



ここで，となるのは，のときであるから，の係数は




次の式を展開したとき，それぞれ指定された項の係数を求めよ。問10

(1)　における
の展開式における一般項は




ここで，となるのは，のときであるから，求める係数は


(2)　における
の展開式における一般項は



ここで，となるのは，のときであるから，求める係数は




の展開式におけるの係数を求めよ。

を1つのものと考えて，を展開[image: ]する。
の展開式の一般項は 解


の次数に着目すると，が現れるのはのときだけで

を展開したときのの係数はであるから，の係数は２
例題
応　用




の展開式におけるおよびの係数を求めよ。問11

の展開式の一般項は

　　……①
の次数に着目すると，が現れるのはのときだけである。
このとき，①はとなり，を展開したときのの係数は

よりである。
したがって，の係数は

同様に，の次数に着目すると，①でになるのはのときだけである。
このとき，①はとなり，を展開したときのの係数は

よりである。
したがって，の係数は　　



一般に，次の定理が成り立つ。
	の展開

	の展開式の一般項は
　　ただし，



例
６


の展開式におけるの係数を求めてみよう。
展開式におけるの項は


であるから，の係数は



の展開式におけるの係数を求めよ。問12

展開式におけるの項は

であるから，の係数は



二項定理例
７




において，とおくと

さらに，を代入すると



次の等式が成り立つことを示せ。問13

　　……①
(1)　
①においてとおくと

よって



(2)　
①においてとおくと

よって





（教科書p.13）３
整式の除法

整式，整式のとき，をで割ると次のようになる。例
８


[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-adv-013-3.png]





最後の行に現れたは，割る式よりも次数が低いから，これ以上計算を続けることはできない。
このとき，をで割ったときの（　　商　　）は，（　　余り　　）はであるという。上の割り算から
[image: \\10.133.53.90\Livretech\PNG\2017-03-27_SuII-Adv-PNG\SuII-Adv-PNG\II-adv-013-4.png]　　　　　　　　　　　……①
が成り立つことがわかる。


整式を整式で割り，商と余りを求めよ。問14

また，例にならって，整式を①の形に表せ。

商　，余り　



一般に，整式をでない整式で割ったときの商を，余りをとすると，次の式が成り立つ。
	商と余り

	


とくに，となるとき，はで（⑤　　割り切れる　　）という。このとき，はの
（⑥　　因数　　）であるという。


次の　整式を整式で割り，商と余りを求めよ。

 解

３

例題




〈答〉商，　余り

注意　このような計算では，割る式も割られる式も，文字について降べきの順に整理
しておくとよい。


次の整式を整式で割り，商と余りを求めよ。問15

(1)　	
　[image: ]
商　，余り　

(2)　 	
[image: ]
商　，余り　

(3)　		
[image: ]
商　，余り　

(4)　		
[image: ]数学II Advanced-003

商　，余り　


整式をある整式で割ると，商が，余りがである。このとき，整式を求めよ。４


例題

が成り立つから 解



よって，をで割って




整式をある整式で割ると，商が，余りがである。このとき，整式を求めよ。問16



が成り立つから


よって，をで割って

したがって　　


５


例題
応　用

をについての整式と考えて，整式を整式で割り，商と余りを求めよ。
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〈答〉商，　余り


をについての整式と考えて，整式を整式で割り，商と余りを求めよ。問17


商　，余り　



（教科書p.1６）４
分数式とその計算


のように，を整式，を次以上の整式としたとき，
の形で表される式を（⑦　　分数式　　）という。
整式と分数式を合わせて（⑧　　有理式　　）という。

約分

がでない整式のとき，分数式に対し

が成り立つ。すなわち，分母と分子に共通な因数があれば（⑨　　約分　　）ができる。
これ以上約分できないとき，分数式は（⑩　　既約　　）であるという。


(1) 例
９

(2) 




次の分数式を約分して，既約な分数式になおせ。問18













乗法・除法

例
10



注意　分数式の計算で得られた結果は，既約な分数式になおしておく。


次の式を計算せよ。問19











（教科書p.17）加法・減法

例
11




次の式を計算せよ。問20












いくつかの分数式の分母が異なるときには，適当な整式をそれらの分母と分子に掛けて，分母が同じ分数式になおすことができる。このことを，これらの分数式を（⑪　　通分　　）するという。


を計算せよ。
６


例題





 解

次の式を計算せよ。問21













の右辺はであるから例
12




注意　の分母と分子にを掛けて，次のように計算してもよい。



次の式を簡単にせよ。問22





















（教科書p.19）問 題

１　次の式を展開せよ。
(1)　	



(2)　




２　次の式を因数分解せよ。
(1)　




(2)　













３　次の式を展開したとき，それぞれ指定された項の係数を求めよ。
(1)　におけるおよび　（ただし，は定数とする）
展開式の一般項は


が現れるのはより，のときである。
よって，の係数は

が現れるのはより，のときである。
よって，の係数は




(2)　における
の展開式の一般項は

が現れるのはのときだけで

を展開したときのの係数は

よりである。
したがって，の係数は







４　次の整式を整式で割り，商と余りを求めよ。
(1)　	
[image: ]
商　，余り　


(2)　	
[image: ]
商　，余り　


(3)　	
[image: ]
商　，余り　





５　ある整式をで割ると，商が，余りがである。
このとき，整式を求めよ。








６　次の式を計算せよ。




























よって
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スタンダード数学Ｉ 1章「数と式」	　　　　　　　　　　　　　　　　

1節　式の計算

1 整式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

数，文字およびそれらの積として表される式を（1              ）という。

（1              ）において，掛け合わされている文字の個数を（2              ）といい，数の部分をその（3              ）という。



例１　2x の次数は1，係数は2

－3x2 の次数は2，係数は－3

4x2y3 の次数は5，係数は4

問 1　4 x2 の次数は（4              ），係数は（5              ）

 の次数は（6              ），係数は（7              ）

    の次数は（8              ），係数は（9              ）

－x2 y の次数は（10              ），係数は（11              ）



例2　2x＋1 の項は，2xと 1

3x2－2 x－4 の項は，3x2，－2x，4

問 2　2x2－x2＋5x－3 の項は，（12              ）



◆整式の整理    　　　　　　　　　　　　　　　　　   （教科書p.8）

（13              ）：2x2＋4x＋3 x2 における 2x2，3 x2 のように，文字の部分が同じ項。

（13              ）は1つにまとめることができ，まとめることを，整式を（14              ）という。

例3　4x2＋x3－2 x－x2＋5＋3 x3  を整理すると

4x3＋3x2－2 x＋5

問 3　x＋5x2－2＋7 x3 －4 x を降べきの順に整理すると，（15              ）

5x－x2＋3 x3＋6 x2 ＋3－2 x3  を降べきの順に整理すると，（16              ）



（17              ）：整理された整式で，各項の次数のうち最も高いもの。

（18              ）：（17              ）がnの整式。

（19              ）：整式の項の中で，文字を含まない項。



例4　2＋1は1次式，定数項は1

－5x3＋7 x2－3は3次式，定数項は－3

問 4　3x4－x3＋5 x2－7x－1は（20              ），定数項は（21              ）

x－5x2＋2－7x3 は（22              ），定数項は（23              ）



整式 4x2＋ax－2x＋3a において，文字xに着目して，文字aを定数として扱うと，この整式は

4x2＋(ax－2)x＋3a

と変形できる。

このことを，xについて降べきの順に整理するという。

この整式は，xについては（24              ）次式で，定数項は（25              ）である。

また，この整式をaについて降べきの順に整理すると，（26              ）となるから，aについては，（27              ）次式で，定数項は（28              ）である



問 5　x2＋ax＋a2－x－1 をxについて降べきの順に整理すると，（29              ）

xについては（30              ）次式，定数項は（31              ）

x2＋2xy－3y2－3x－5y＋2 をxについて降べきの順に整理すると，（31              ）

xについては（32              ）次式，定数項は（33              ）









2 
整式の加法・減法・乗法

◆整式の加法・減法　　　　　　　　　　　　　　 　　（教科書p.10）

例5　数式A＝5x2－6x＋4，B＝2x2－3について，

A＋B＝(5x2－6x＋4)＋(2x2－3)

＝5x2－6x＋4＋2x2－3

＝(5＋2)x2－6x＋4－3

＝7x2－6x＋1

A－B＝(5x2－6x＋4)－(2x2－3)

＝5x2－6x＋4－2x2＋3

＝(5－2)x2－6x＋4＋3

＝3x2－6x＋7

問 6　A＝4x2－3x＋10，B＝x2＋x＋6 について

A＋B＝

A－B＝

A＝x3－x2＋1，B＝x2＋x－1 について

A＋B＝

A－B＝

例題 1　A＝x2＋3x－1，B＝2x2－x＋5 のとき，A－2Bを求めよ。

A－2B＝(x2＋3x－1)－2(2x2－x＋5)

＝(x2＋3x－1)－4x2＋2x－10

＝(1－4)x2＋(3＋2)x－1－10

＝－3x2＋5x－11

問 7　 A＝3x2－2x＋5，B＝2x2－4x－1 のとき

(1) =

(2) =





◆指数法則　               　　　　　　　　　　　　（教科書p.11）

aの（1              ）：aをいくつかかけたもの。a をn個かけたものをaの（2              ）といい，anと表す。このとき，nをanの（3              ）という。





m，nを正の整数とするとき，次の（4             ）が成り立つ。



例6　a3×a5＝a3＋5＝a8　　　　　　　(a4)3＝a4×3＝a12

(a2 b)4＝(a2) 4 b4＝a2×4b4＝a 8b4

問 8　次の計算をせよ。

(1)  a6×a3                      (2)  a×a7

(3)  (a5)3                       (4)  (a4)8 

(5)  (ab4)2                      (6)  (a3 a5)6 



単項式の積は，係数，文字の部分の積をそれぞれ計算すればよい。

例7　(3x)2×5x4＝32x2×5x4

＝(32×5)×(x2×x4)＝45x6

問 9　次の計算をせよ。

(1)  2x3×3x5                    (2)  9xy×(－5x4)

(3)  (3x3)4×10x2                 (4)  (－2xy3)2×(3xy)4






◆式の展開     　　　  　　　　　　　　　　　　　　（教科書p.12）

整式の値を計算するには，分配法則を用いる。







例8　

　　　　　　

問 10　次の計算をせよ。

(1)  4x(x2＋4x－3)              (2)  (3x2－2x＋5)×(－2x)





（5              ）：整式の値を単項式の和の形に表すこと。



例9　





















問 11　次の式を展開せよ。

(1)  (x＋6)(2x＋3)                 (2)  (3x－2)(x－1)



(3)  (x＋5)(2x2－3x－6)            (4)  (2x－3)(4x2－x＋2)



　　



◆乗法公式     　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書p.13）

乗法公式(1)



例10　(1)  (3x＋y)2＝(3x)2＋2・3 x・ y＋y2＝9x2 ＋6xy＋y2



(2)  (5x－1)2＝(5x)2－2・5 x・1＋12＝25x2－10x＋1



(3)  (2x＋3y)(2x－3y)＝(2x)2 －(3 y)2＝4x2－9y2



問 12　次の式を展開せよ。

(1)  (x＋2)2              　　　　　　 (2)  (x－5)2



(3)  (x＋3y)2              　　　　　  (4)  (3x－4y)2



(5)  (3x＋2)(3x－2)　          　　　 (6)  (5x＋2y)(5x－2y)



乗法公式(2)



例11　(1)  (x＋3)(x＋2)＝x2 ＋(3＋2)x＋3・2

(2)  (x－2y)(x＋y)＝x2 ＋(－2 y＋y)x＋(－2 y)・y 

＝x2 －x y－2 y2 
問 13　次の式を展開せよ。

(1)  (x＋5)(x＋3)             　　　  (2)  (x－3)(x＋6)



(3)   (x＋4y)(x－7y)             　　　(4)  (x－y)(x－5y)



乗法公式(3)



例12　(1)  (2x－3)(4x＋1)

＝2・4x2 ＋{2・1＋(－3)・4}x＋(－3)・1 

＝8x2－10x－3

(2)  (3x＋2y)(2x－y)

＝3・2x2 ＋{3・(－y)＋2 y・2}x＋2 y・(－y) 

＝6x2＋xy－2y2

問 14　次の式を展開せよ。

(1)  (3x＋4)(2x＋3)              　　  (2)  (4x＋1)(5x－2)



(3)   (2x－3y)(x＋5y)              　　 (4)  (3x－2y)(4x－3y)





◆置き換えによる展開の工夫 　　　　　　　　　　　　（教科書p.14）

例13　(x－y＋1)(x－y－1) を展開する。

 x－y＝Aとおくと



問 15　次の式を展開せよ。

(1)  (a－b＋3)(a－b－7)           　 (2)  (x＋y)(x＋y－z)

次の等式が成り立つ。



例14　(a＋2b－1)2 を展開する。

(a＋2b－1)2

＝a2＋(2b)2＋(－1) 2＋2・a・2b＋2・2b・(－1)＋2・(－1)・a 

＝a2＋4b 2＋1＋4ab－4b－2a

問 16　次の式を展開せよ。

(1)  (a－b－2)2                  　　 (2)  (a－3b＋2 c)2








発展　3次式の乗法公式     　　　　　　　　　　　      （教科書p.16）

3次式の乗法公式(1)



問1　公式[1]，[2]が成り立つことを確かめよ。





例1　(1)  (x＋2)3＝x3＋3・x2・2＋3・x・22＋23 

＝x3＋6x 2＋12x＋8

      (2)  (3x－2y)3＝(3x)3－3・(3x)2・2 y＋3・3x・(2 y)2－(2 y)3 

＝27x3－54x2 y＋36x y2－8 y3

問2　次の式を展開せよ。

(1)  (x＋1)3         (2)  (2x＋3)3        (3)  (3x＋y)3        (4)  (x－2y)3



3次式の乗法公式(2)



問3　公式[3]，[4]が成り立つことを確かめよ。





例2　(1)  (x＋2)( x2－2x＋4)＝(x＋2)( x2－x・2＋22) 

＝x3＋23＝x3＋8

      (2)  (3x－2y)(9 x2＋6xy＋4y2)

＝(3x－2y){(3x)2＋3x・2 y＋(2 y)2}

＝(3x)3－(2y)3＝27x3－8y3

問4　次の式を展開せよ。

(1)   (x＋5)( x2－5x＋25)                     (2)  (4x－3y)(16 x2＋12xy＋9y2) 
















3 因数分解

(x＋1)( x＋2) を展開すると　x2＋3x＋2　になる。

逆に，x2＋3x＋2を　(x＋1)( x＋2)　のような積のかたちにすることを（1              ）といい，x＋1や x＋2をx2＋3x＋2の（2              ）という。

（1              ）とは，与えられた数式を1次式以上の整式の積の形に表すことである。



◆共通因数のくくり出し　　　　                　   （教科書p.17）

整式の各項に共通な因数があるとき，分配法則



例1５　(1)  

(2) 



(3)  



問 17　次の式を因数分解せよ。

(1)  xy＋xz                    　　　 (2)  3a2b＋b





(3)  abc－acd　　　              　　 (4)  12x2y＋18xy2





　　　















◆2次式の因数分解　　　　                　       （教科書p.18）

因数分解の公式(1)



例16　(1)  x2＋6x＋9＝x2＋2・3x＋32＝ (x＋3)2

 　　　 (2)  4x2－4xy＋y2＝(2x)2－2・2x・y＋y 2＝ (2x－y)2

(3)  x2－16y2＝x2－(4y)22＝ (x＋4y)(x－4y)

問 18　次の式を因数分解せよ。

(1)  x2＋4x＋4                 　　　 (2)  4x2－20xy＋25y2





(3)  9x2－25 　　　              　　 (4)  36x2－49y2





因数分解の公式(2)



x2＋2x－8を因数分解するには





となる2つの数は－2，4であるから

　　x2＋2x－8＝(x－2)(x＋4) 

例17　 x2－10x＋21＝(x－3)(x－7)

問 19　次の式を因数分解せよ。

(1)  x2＋5x＋6                 　　　 (2)  x2－x－12





(3)  x2－9x＋18 　　　                (4)  x2＋5x－24





例18　 x2－8xy＋15y2を因数分解してみる。

x についての2次式とみると

x2－8xy＋15y2 ＝x2－8y・x＋15y2 

＝(x－3y)(x－5y)

問 20　次の式を因数分解せよ。

(1)  x2＋6xy＋8y2              　　　 (2)  x2－3xy－18 y2





因数分解の公式(3)



5x2＋13x＋6を因数分解するには

公式[5]より



を満たすa，b，c，dを見つければよい。

まず，①と③に注目し，その中で②を満たす

ものをさがす。











とすれば，条件①，②，③を満たす。



したがって

5x2＋13x＋6＝(x＋2)(5 x＋3) 

（1              ）：このような因数分解の方法のこと

例19　6x2－7x－3

＝(x－3)(x－7)







問 21　次の式を因数分解せよ。

(1)  2 x2＋3x＋1               　　　 (2)  5x2－12x＋4





(3)  8x2＋2x－3 　　　                (4)  4x2－11x＋6



(5)  12x2－x－6 　　　                (6)  6x2－13x＋6





例題3　3 x2－13xy＋4y2を因数分解せよ。

xについての2次方程式とみると，xの係数は－13y，定数降は。4y2である。

3 x2－13xy＋4y2

＝3x2－13y・x＋4y2

＝(x－4y)(3x－y)

問 22　次の式を因数分解せよ。

(1)  4x2＋3xy－7y2               　　 (2)  8x2－2xy－15y2







◆因数分解の工夫　　　　                　         （教科書p.20）

整式の一部を別の文字に置き換えると，共通因数でくくったり，公式にあてはめたりすることで因数分解できることがある。

例20　 y(x－1)＋2(x－1)を因数分解してみる。



問 23　次の式を因数分解せよ。

(1)  x(x＋y)＋5y(x＋y)        　　　 (2)  (a－b)2－3(a－b)





(3)  x(a－b)2＋b－a

例題4　(x－y)2－6(x－y)＋8を因数分解せよ。

x－y＝Aとおくと



問 24　次の式を因数分解せよ。

(1)  (x＋y)2＋7(x＋y)＋10     　　　 (2)  (x＋2y)2－6(x＋2y) ＋9





(3)  x2－(y＋z)2





例題5　2ab＋b2＋4a－b－6を因数分解せよ。

この式はaについての1次式，bについての2次式であるから，

次数の低いaについて整理する。



問 25　次の式を因数分解せよ。

(1)  x2＋xy－x＋y－2     　　　     (2)  2ab＋2b2－a＋b－1





最も次数の低い文字が2つ以上あるときは，そのうちの1つの文字について整理する。

例題6　2x2＋3xy＋y2＋x－y－6を因数分解せよ。

xについての2次式とみて，降べきの順に整理する。次に，定数項にあたるyの式を因数分解し，公式[5]を利用する。



問 26　次の式を因数分解せよ。

(1)  x2＋4xy＋3y2－4x－14y－5     　　　     (2)  3x2＋2xy－y2－x＋3y－2





発展　3次方程式の因数分解   　　　　　　　　　　     （教科書p.22）

公式[3]，[4]から，3次式の因数分解の公式が成り立つ。

3次式の因数分解の公式



例1　(1)  x3＋27＝x3＋33＝ (x＋3)2(x2－x・3＋32)

＝(x＋3)(x2－3x＋9)

 (2)  8x3－125y3＝(2x)3－(5y)3

＝(2x－5){(2x)2＋2x・5 y＋(5y)2}

＝(2x－5)(4x2＋10x y＋25y2)

問 1　次の式を因数分解せよ。

(1)  x3＋64                      　　 (2)  x3－1





(3)  27x3＋y3




Training –トレーニング–（教科書p.23）

１　A＝x2＋x－3，B＝2x2－x＋4，C＝－3x2＋5 のとき，次の式を計算せよ。

(1)	A－B－C　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)  3(2A＋B)－2(3A－C)　　　　　









２　次の計算をせよ。

(1)	4a5×3a2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)  －x3×(－x)4







(3)	5a3 b×(－7a4 b5)　　　　　　　　　　　　　　　(4)  (－2xy)3×(3x2 y3)2









３　次の式を展開せよ。

(1)	5xy(x2－xy＋3y2)　　　　　　　　　　　　　　　　 　(2)  (3x－1)(x2＋7x＋5)







(3)	(9x＋2y)2　             　　　　　　　　　　　　　(4)  (6x－7y)2







(5)	(3x＋10y)(3x－10y)  　　　　　　　　　　　 　(6)  (x－8y)(x＋6y)







(7)	(5x－2y)(3x－y)     　　　　　　　　　　　　　(8)  (4x＋5y)(5x－4y)







４　次の式を展開せよ。

(1)	(a＋b＋c)(a－b＋c)　    　　　　　　　　　　　　(2)  (2a－3b＋1)2









５　次の式を因数分解せよ。

(1)	3a3 b2－6a2 b3＋12a2 b2c 　　　　　　　　　　　 　(2)  x2－8x＋16







(3)	16a2＋24a b＋9 b2      　　　　　　　　　　　　　(4)  16x2－81y2







(5)	x2－11x＋10         　　　　　　　　　　　 　(6)  x2＋3xy－54y2







(7)	10x2＋17x＋6　     　　　　　　　　　　　　　(8)  3x2－13x－6







(9)	15x2－22xy＋8y2　     　　　　　　　　　　　　(10)  6x2＋23xy－18 y2









６　次の式を因数分解せよ。

(1)	2x3－12x2＋18x        　　　　　　　　　　　 　(2)  ax2－9ay2











(3)	x(x－3y)－4y(3y－x)  　　　　　　　　　　　(4)  (2x＋y)2＋6(2x＋y)－7







(5)	2(x－y)2＋6(y－x)－3　　　　　　　　　　 　(6)  a2 b－3ab＋a＋2b－2







(7)	2x2＋5xy＋2y2－5x－y－3　　　　　　　　　　(8)  x2－y2＋4x＋6y－5
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2節　実数

①実数

◆有理数            　　　　　　　　　　　　　　 　（教科書 p.24）　　　　　　　　　　　

（1                ）：1，2，3，…などの数。（2                ）ともいう

（2                ）：－1，－2，－3，…などの数

（3                ）：（1                ），（2                ）と0を合わせた数



2つの整数の和，差，積はつねに整数である。

商は整数であるとは限らない。

（4                ）：整数aと，0でない整数bを用いてという分数の形に表すことができる数

整数aは（5                ）とあらわすことができる

（5                ）：それ以上約分できない分数。有理数を分数で表すときに用いる

問 1　次の小数を既約分数で表せ。

(1)  0.3                    (2)  2.04                    (3)  0.025



整数でない有理数を，小数で表したとき

　　

のように（6                ）になる場合と





のように限りなく続く小数となる場合がある。

（7                ）：上のように限りなく続く小数

（8                ）：右の例のように，同じ数字の並びが周期的にくり返される小数







循環小数を，循環する部分の上に記号・をつけて表すと



0.3333333･･･＝



0.324324324･･･＝



問 2　次の小数を既約分数で表せ。

(1)  0.3                    (2)  2.04                    (3)  0.025









[bookmark: OLE_LINK17][bookmark: OLE_LINK18]
参考　循環小数を分数で表す             　　　　     （教科書p. 25）

例1　循環小数  を分数で表してみる。

x＝とおくと，

x＝0.324324324･･･

x は小数の部分が3桁ずつくり返しているから

1000x ＝ 324.324324324･･･

右の計算より

999x ＝ 324

したがって　x＝



＝

問 1　循環小数  を分数で表せ。



◆実数            　　　　　　　　　　　　　  　 　（教科書 p.26）　　　　　　　　　　　

循環しない無限小数で表される数について考えてみる。

1辺の長さが1の正方形の対角線の長さは有理数ではない。

を小数で表すと



となり，小数は限りなく続くが循環しない。

（9                ）：循環しない無限小数で表される数

例1　円周率は無理数であることが知られている。



無理数は　　（a，bは整数）とは表すことができない。



（10                ）：有理数と無理数を合わせた数







実数に関しても，有理数と同様に次のことが成り立つ。

実数a，bの和a＋bは実数

差a－bは実数

積abは実数

 ならば　商　　も実数

実数の加法と乗法については，次の計算法則が成り立つ。

（11                ）：a＋b＝b＋a　　　　　　　　 ab＝ba

（12                ）：(a＋b)＋c＝a＋(b＋c)　　　 (ab)c＝a (bc)

（13                ）：a(b＋c)＝ab＋ac     　　　 (a＋b)c＝ac＋bc



◆数直線          　　　　　　　　　　　　　  　 　（教科書 p.27）　　　　　　　　　　　

直線上に点Oをとり，Oと異なる点Eをとる。線分OEの長さを1として，直線上の点にそれを表す実数を対応させることができる。

[bookmark: OLE_LINK1]

（14                ）：上のような直線のこと

（15                ）：点Oのこと

点Oは0に対応し，点Eは1に対応する。

（16                ）：（14                ）上の点Aに対応する実数a

Aの座標がaであることを（17                ）で表す。

例2　上の数直線において



問 3　数直線上に，次の点をとれ。

(1)  A(4)                    (2)  B(－3)                    (3)  





実数の大小関係は，数直線上の点の左右の位置関係により，表される。



上の図では，点A(a)が点B(b)より左にあるから，a＜bである。




◆絶対値          　　　　　　　　　　　　　  　 　（教科書 p.28）　　　　　　　　　　　

実数aに対して，数直線上に点A(a)をとる。

aの（18                ）：原点Oから点Aまでの距離OA。| a |で表す







例3　| 2 |＝2　　| －4 |＝4

問 4　次の値を答えよ。

(1)  | 4 |                    (2)  | －5 |                    (3)  | 0 |



例4　| x |＝3を満たす実数 x は

x＝3とx＝－3

の2つである。

問 5　| x |＝7を満たす実数 x を求めよ。





実数 aの絶対値







例5　(1)  | 5－2 |＝| 3 |＝3

(2)  | 2－5 |＝| －3 |＝－(－3)＝3

(3)  3－π＜0であるから　　| 3－π |＝－(3－π)＝π－3

問 6　次の値を求めよ。

(1)  | 2－7 |                    (2)                          (3)  






②根号を含む式の計算

◆平方根　　　　　　　　　　　　            　　 　（教科書 p.29）　　　　　　　　　　　

aの（1                ）：実数aに対して，2乗するとaになる数



（2                ）のとき，aの平方根は正と負の2つあり，正の方を（3        ），負の方を（4        ）と表す。

（5                ）のとき，aの平方根は0だけであり，（6                ）とする

（6                ）のとき，aの平方根は実数の範囲には存在しない。どのような実数も2乗すると0以上になるからである。

例6　(1)  3の平方根は　　，　　　の2つである。

(2)  4の平方根は　　　　 ，    　　　　の2つである。

問 7　次の数の平方根を求めよ。

(1)  7　　　                  (2)  81                      (3)    



実数aについて，の値を考える。

a＝3のとき　　　　　　　　



a＝－3のとき　　　　　　　



の値





◆根号を含む式の計算　　　　　　            　　 　（教科書 p.30）　　　　　　　　　　　

平方根の積と商



例7　(1)  



(2)  



問 8　次の数の平方根を求めよ。

(1)                             (2)                                      





m＞0，a＞0のとき，



が成り立つ。

例7　(1)  



(2)  



問 9　次の数の平方根を求めよ。

(1)         (2)         (3)         (4)             (5)      







例9　



問 10　次の式を計算せよ。

(1)                           (2)  





(3)                          (4)                                    







根号の部分が同じである場合は，同類項のようにまとめる。

例10　(1)  



(2)  









問 11　次の式を計算せよ。

(1)                    (2)  







(3)                                   (4)                                







(5)   







根号を含む式の乗法は，乗法公式や分配法則を用いて計算することができる。

例11　(1)  



(2)  





(3)  







問 12　次の式を計算せよ。

(1)                    (2)  







(3)                             (4)  













◆分母の有理化　　　　　　                  　　 　（教科書 p.32）　　　　　　　　　　　

（7                ）：分母に根号を含む式を，分母が根号を含まない式に変形すること



例12　(1)                    







       (2)  



問 13　次の式を計算せよ。

(1)                                      (2)  







(3)                                      (4)  









例題 1　　　　　　を有利化せよ。

分母が平方根の和や差で表されているとき，

( A＋B )( A－B ) ＝A 2－B 2を利用して有利化する。ここでは，分母と分子にを掛ける。



問 14　次の式の分母を有利化せよ。

(1)                                     (2)  







(3)         




例題 2　　　　　　　，　　　　　　のとき，次の式の値を求めよ。



(1)  ｘ＋ y               (2) 　ｘy　　      　 (3)  ｘ2＋ y2





(1)  

(2)  

(3)  

問 15　  　　　　　　，  　　　　　　のとき，次の式の値を求めよ。



(1)  ｘ＋ y               (2) 　ｘy　　      　 (3)  ｘ2＋ y2















Training –トレーニング–（教科書p.33）

７　a＝5，b＝－8のとき，次の式の値を求めよ。

(1)  | a |＋| b |                     　(2)  | a ＋ b | 







(3)  | a |－| b |                     　(4)  | a － b |













８　次の式を計算せよ。

(1)                    　(2)  







(3)                         　(4)  







(5)                    　(6)  







９　次の式の分母を有理化せよ。

(1)                                   　(2)  







(3)                                   　(4)  







10　次の式の分母を有理化せよ。

　　　　　　，　　　　　　のとき，次の式の値を求めよ。

 

(1)  ｘ2＋xy ＋y2                        (2)  








Challenge　例題　2次方程式の解の符号

実数aに対して，aを超えない最大の整数，すなわち，

n ≦ a ＜ n＋1

を満たす整数nをaの整数部分といい，a－nをaの小数部分という。

たとえば，a＝1.234のとき，aの整数部分は（1                ）で，aの小数部分は（2                ）である。

例1　の整数部分と小数部分を求めてみる。

12 ＜ a ＜ 22 より　

したがって，の整数部分は1，小数部分は  である。

例題 　　　　　の整数部分aと小数部分bを求めよ。



12 ＜ 2 ＜ 22 より　

よって，の整数部分は1



したがって，　　　　　　　　　の整数部分aは，a＝1＋1＝2



また，小数部分bは



すなわち　　

問 1　次の実数の整数部分aと小数部分bを求めよ。

(1)         　　　　　　　　　　　(2)  























発展　二重根号             　　　　                   （教科書p.35）

のような式を簡単にすることを考えてみよう。



（3                ）：上のように式を変形すること

一般に，a ＞0，b  ＞0のとき





ここで，は正であり，またa ＞ bであれば  は正であるから，次のことが成り立つ。

平方根の積と商



例1　(1) 





(2)  





問 1　次の式の二重根号をはずして簡単にせよ。

(1)         　　　　　　　(2)   







(3)         　　　　　　 　(4)   










3節　1次不等式

1 不等式の性質

◆不等式            　　　　　　　　　　　　　　 　（教科書 p.36）　　　　　　　　　　　

（1                ）：2つの数量の大小関係を不等号＞，＜，≧，≦を用いて表した式

また，（1                ）において，不等号の左側を（2                ），右側を（3                ）といい，合わせて（4                ）という

例1　1個150円のりんごをx個買ったところ，代金は1000円以下であった，このときの金額の大小関係を不等式で表すと

（3                ）

問 1　次の数量の間の大小関係を，不等式で表せ。

(1) xを3倍して8を引いた値は，10より小さい。





(2)  1個a円のノートを2冊と，1本b円の鉛筆を3本買うと，代金は300円以上になる。







◆不等式の基本性質   　　　　　　 　　　　　　　 　（教科書 p.36）　　　　　　　　　　　

例2　a ＜ bのとき，次の不等式が成り立つ。

a＋3 ＜ b＋3，　　a－2 ＜ b－2



不等式の両辺に同じ数を（5                ），両辺から同じ数を（6                ）しても，不等号の向きは（4                ）。









例3　a ＜ bのとき，次の不等式が成り立つ。



2a ＜ 2b  ･･････ ①



   ･･････ ②



不等式の両辺に同じ（5                ），両辺を同じ（6                ）しても，不等号の向きは（7                ）。

問 2　次のa ＜ bであるa，bに対して，例の①，②が成り立つことを確かめよ。

(1)  a＝－10，b＝2     　　　　　　　(2)  a＝－6，b＝－2







例4　a ＜ bのとき，次の不等式が成り立つ。

 ･･････ ③　　　　　　　　　 ･･････ ④



不等式の両辺に同じ（8                ），両辺を同じ（9                ）するときは，不等号の向きが（10                ）。

問 3　次のa ＜ bであるa，bに対して，例の③，④が成り立つことを確かめよ。

(1)  a＝－6，b＝4     　　　　　　　(2)  a＝－8，b＝－2







不等式の性質






②1次不等式

◆不等式とその解　      　　　　　　　　　　　   　（教科書 p.38）　　　　　　　　　　　

文字xを含んだ不等式　　x＋3 ＞5          ･･････ ①

について考えてみる。

不等式の（1                ）：xについての不等式を満たすxの値の範囲

不等式を（2                ）：（3                ）を求めること



不等式の性質を利用して，不等式①を解いてみよう。

1 の両辺から3を引くと，不等式の性質(1)により

x＋3－3 ＞5－3                   ･･････ ②

x ＞2

これを数直線上に表すと，



上の解き方をみると，②は

x ＞5－3

と書くことができる。



このように，不等式においても等式の場合と同様に（13                ）することができる。

例5　不等式 x＋2 ≦ 6 を解いてみる。

2を右辺に移項すると

x ≦ 6－2

x ≦ 4

問 4　次の不等式を解け。

(1)  x＋7 ＞ 4     　　　　　　　  (2)  x－5 ≦ －3







◆1次不等式の解法                                 （教科書 p.39）　　　　　　　　　　　

移項して整理することにより

(1次式)＞0，　　　(1次式)＜0

(1次式)≧0，　　　(1次式)≦0

のいずれかの形に変形できる不等式を（4                ）という。

例6　1次不等式



を解いてみる。

5を右辺に移項すると



4x ＜ 12

両辺を4で割ると

x ＜ 3

問 5　次の不等式を解け。

(1)  8x－9 ＜ 7     　　　　　　　  (2)  3x＋27 ≧ 0







例7　1次不等式

4x－3 ≦ 7x＋9

を解いてみる。

－3を右辺に，7xを左辺に移項すると

4x－7x ≦ 9＋3

－3x ≦ 12

両辺を－3で割ると

x ＜ 3

問 6　次の不等式を解け。

(1)  9x＋4 ＜ 7 x－6   　　　　　　  (2)  4－9x ≧ 1－3x







例題 1　次の不等式を解け。

5＋2(3 x－1) ＜ 4 x－3

5＋6 x－2 ＜ 4 x－3

2 x ＜－6

両辺を2で割ると　x ＜－3

問 7　次の不等式を解け。

(1)  4( x＋1) ＜ x－5                 (2)  6 x－3(2 x－5) ＜ 4x＋5





例題 2　次の不等式を解け。



両辺に6を掛けて





2 x－3(2 x－1) ≦ 6

2 x－6＋3 ≦ 6

－4 x ≦ 3

両辺を－4で割ると　

問 8　次の不等式を解け。

(1)  　　　　　　　                (2)  












③1次不等式の応用

例題 3　お菓子を何個か買って1つの箱に入れ，親戚の家に送りたい。お菓子は1個120円，箱代は100円で，送料は600円かかる。全部の費用を3000円以下にするには，お菓子は何個まで買うことができるか。



お菓子をx個買うとすると，お菓子x個の代金は

120x（円）

であるから，全部の費用は

120x＋100＋600＝120x＋700（円）

となる。

全部の費用が3000円以下であることから

120x＋700 ≦ 3000

120x ≦ 2300



これを満たす最大の整数xは19である。

したがって，買うことのできるお菓子の個数は

19個まで



問9　１回に750 kgの重さまで運ぶことのできるエレベーターがある。このエレベーターで１個50 kgの荷物を２人で何個か運びたい。２人の体重の合計が120 kgのとき，荷物は１回に何個まで運ぶことができるか。









◆連立1次不等式の解法　　　　　　　　　　　　   　（教科書 p.42）　　　　　　　　　　　

（1                ）：2つ以上の不等式を組み合わせたもの

（2                ）：2つ以上の不等式を同時に満たすxの値の範囲

組み合わせたもの





例題 4　次の連立不等式を解け。

                                       ･･････ ①

                                       ･･････ ②



1 より　　　　　　　　3x ＞ 3

両辺を3で割って

x ＞ 1               ･･････ ③

2 より　　　　　　　　7x－4x ≦ 9＋6

3x ≦ 15

両辺を3で割って

x ≦ 5           ･･････ ④

求める解は③，④の共通の範囲であるから

1 ＜ x ≦ 5





問 10　次の連立不等式を解け。



(1) 　　　　　　　　　　　　　(2)  















不等式 A ＜B ＜C が成り立つということは

A ＜B ，B ＜C

がともに成り立つことである。















例題 5　不等式　2x －5 ＜ 3x－2＜ 5x－6　を解け。

この不等式を解くには，次の連立不等式を解けばよい。

                                       ･･････ ①

                                       ･･････ ②

1 より　　　　　　　　－x ＜ 3　となるから

x ＞ －3           ･･････ ③

2 より　　　　　　　　－2x ＜ －4　となるから

x ＞ 2             ･･････ ④

求める解は③，④の共通の範囲であるから

x ＞ 2



問 11　不等式　3x －2 ＜ x ＜ －2x－6　を解け。















Training –トレーニング–（教科書p.43）

11　次の不等式を解け。























		







, , , 













５　次の表は，あるクラスの生徒10人に，10日間の合計読書時間（時間）と読んだ本の冊数（冊）を調査し，その結果をまとめたものである。このとき，次の問に答えよ。



		

		



		



		



		



		



		



		





		生徒1

		14

		7

		A

		B

		C

		D

		E



		生徒1

		8

		3

		-2

		4

		-2

		4

		4



		…

		…

		…

		…

		…

		…

		…

		…



		生徒9

		5

		3

		-5

		25

		-2

		4

		10



		生徒10

		11

		8

		1

		1

		3

		9

		3



		計

		100

		50

		F

		160

		G

		40

		58







(1) 表中のA～Gの値を求めよ。

（A              ）　（B              ）　（C              ）　（D              ）

（E              ）　（F              ）　（G              ）

(1) 

読書時間と本の冊数の相関係数を，小数第3位を四捨五入して答えよ。








参考　二重根号             　　　　                   （教科書p.44）

5個の値 ，，，， からなるデータがある。このデータの平均値を  とすると



が成り立つ。

データの分散を  とすると



		8.5

		11

		9.4

		11



		8.0

		16

		10.3

		8



		8.6

		18

		8.1

		21



		8.8

		14

		9.2

		10



		7.8

		19

		8.9

		9




















Level Up –レベルアップ–（教科書p.46～47）

１　右の図は，ある学校の1年生と2年生それぞれ20人に対して，10点満点の漢字テストを実施したときの得点の箱ひげ図である。このとき，次の①～④のうち，右の図から必ずしも正しいとは限らないものをすべて選べ。

1 	1年生の得点のデータの方が2年生の得点データより四分位範囲が大きい。

2 どちらの学年にも，平均点以下の生徒が10人以上いる。

3 どちらの学年にも，得点が5点以上の生徒が10人以上いる。

4 どちらの学年にも，得点がちょうど8点の生徒がいる。





		

		得点



		生徒1

		8



		生徒2

		14



		生徒3

		10



		生徒4

		





		生徒5

		

18－



		平均値

		





		分散

		6





２　 くじを20回引いて，当たった回数だけ点を得られるゲームがある。右の表は，ある学校の生徒5人がこのゲームを行ったときの得点を記録したものである。ただし，生徒4の得点は5人の得点の平均値以下であった。このとき，次の問に答えよ。

(1) 

5人の得点の平均値を求めよ。







(2) 

表中のの値を求めよ。







(3) 右の表の得点に対して，全員に10点加えたとき，分散の値はどのように変化するか。

1 ～③のうちから適するものを選べ。



1  大きくなる　　②　変わらない　　③　小さくなる











３　 20 人の生徒に，数学と英語の10点満点の小テストを行った。数学の得点をx（点），英語の点をy（点）とする。そのときの結果が次の表である。またx，yの得点の平均値を，とする。

		

		



		



		



		



		





		生徒1

		7

		8

		4

		4

		4



		生徒2

		2

		9

		9

		9

		B



		生徒3

		8

		3

		9

		9

		-9



		…

		…

		…

		…

		…

		…



		生徒20

		1

		5

		16

		1

		4



		計

		A

		120

		128

		112

		56























(1) 表中のA，Bの値を求めよ。





(2) 







との相関係数を，小数第3位を四捨五入して求めよ。ただし，とする。







(3) 





小テストの結果を散布図に表したところ，右の図のようになった。ところが，生徒2，生徒3の数学のテストの結果は誤りで，実際には2人とも5点であった。この2人の得点を訂正すると，の分散，およびとの相関係数はどのように変化するか。①～③のうちから適するものをそれぞれ選べ。





1 大きくなる　　②　変わらない　　③　小さくなる












課題学習　身近な無理数（教科書p.48）

バスケットボール部で，次の試合に出場する選手を，A，B，Cの3人の中から1人選ぶことになった。そこで，どの選手を起用するかを決めるために，3人の選手の特徴をデータを用いて分析することにした。下の表は，A，B，Cの3人の選手が，最近10試合であげた得点を，低い順に並べたものである。



		A

		10

		14

		16

		16

		16

		18

		18

		22

		24

		26



		B

		4

		6

		10

		14

		14

		20

		24

		28

		30

		30



		C

		12

		14

		14

		16

		16

		20

		20

		22

		22

		24







課題　これらのデータから，A，B，Cの3人の選手について下の表をうめ，箱ひげ図をかいてみよう。また、その結果から，それぞれの選手の特徴としてどのようなことがいえるか考察してみよう。

　　　あなたが監督ならば，どの選手を起用するだろうか。



		

		A

		B

		C



		平均値

		

		

		



		第1四分位数

		

		

		



		中央値

		

		

		



		第1四分位数

		

		

		



		範囲

		

		

		



		四分位範囲
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